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理事長   清 水  徳 三

当グループも、会員の皆様のご協力のおかげさまで 5年 目となりました。記念誌も発

行して、大勢の皆さんにも読んでもらい、知ってもらって、加治丘陵に足を運んでいた

だきたいと思います。グループも5年経ちますと機材も整い技術も L達 します。更に安

全で余裕のある作業で、常に活動して貢献できる様考えております。又、我々グループ

は、年間行事とし、森林研修、技術講習、安全実習や、イベントもあり、皆さん楽しく

やっています。そういった中で今年度からは、山林整備や下草刈事業ばかりでなく、一

致団結の心で別の楽しみ方をしようという考えから、無償整備地区を設けて、自分達でもっと楽しみながら

森林里山を育てて、作っていこうと考えたわけです。これは会員に限らず、誰でも参加してもらい、加治丘

陵をもっと皆さんに知ってもらおうという事なのです。そういう事を考えて、企画吾1画をたてて現在動き始

めています。これから又、いろいろな考えもでてくると思いますので 一般市民の皆さんもぜひ参加して、見

ていろいろな発想を出して、取組み、楽しんでいきたいですね。皆さんの里山を、皆さんの手で育てていけ

たら、元気な人づくり街づくりが出来ると思い参加をお願い致します。

副理事長 山 西 素 直

「当管理事務所Jは 、入間市農村環境改善センター前にあり、平成17年4月 に入間市が建設した。現在こ

の建物は当グループを含め、加治丘陵の保全にかかわっている8グループが使用している。ここは 3部屋に

分かれていて、中央の部屋はテーブルが置かれ20名位が座れるので打合せや研修会に使用。奥の部屋は当グ

ループの、作業用の刈り払い機やテェンソーなどの収納専用室。事務所脇にはその他の作業用の機材等を収

納するプレハブ小屋があり、事務所前はスペースがあるのでここでチェンソー等作業用機器類の点検整備も

出来る。この事務所ができ

る前は、金子公民館裏の駐

車場脇にプレハブ小屋を置

かせて頂いたが、現在は桜

山展望台のすぐ下、いわば

加治丘陵の中心地にあるた

め、作業効率が飛躍的に良

くなった。
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のOの 0000..断 錨労様でしたHH■
昨年の10月2 7、2 8日に開催。例年どうり 「げそ付焼イカ」販売

店を出店。

初日は季節はずれの台風のため、お客様も少なく、ほとんどのイ
ベントが中止になった。翌日は、一転して好天に恵まれ終日にぎわ
った。ヽグループのお店も大繁盛で早々に品切れとなりうれしい結
果となった。

会員の皆様には 2日 間早朝より、いろいろご協力いただき誠にあ
りがとうございました。        (実 行委員長 豊 泉功)

妙義山へ森林視察研修
記念事業の

^環として 9月 2日 森林視察研修を実施した。当日は天

候にも恵まれ49名参加、大型観光バスで仏子西武図書館前を 8時 40分

に出発した。清水理事長の挨拶に続き山畑副理事長から日的地の妙義

山地区及びIH冨岡製糸場について詳しい説明があった。

あっという惜1に日的地最初の妙義山に到着した。森林視察に続き旧

富岡製糸場の見学後シルクカントリークラブのレセプションルームで

ゆつくり研修会及び懇親会を楽しみ、帰路の車中もにぎやかに楽しく、

無事終了した。 (研修班長 山 中洋忠)

雨にセ負けずカブト虫取り大会
今年の日程の内、 7月 15日(日)が台風関東上陸で、14日の 1日だけとした。

雨の中、15家族47名の親子が来場した。しばらくすると 「いた一Jと 声を上

げた子につられ、別の子も親も真貧1に掘り始めた。そこ、ここで 「いた一J
「いた一Jと 声がつづいた。中には掴めず 「キャー、キャー」言っている子、
いっぱいいるから取りたいという子、取つて籠に大事そうに入れる子、餌代
が大変だから沢山とってはダメという親、終始微失ましく楽しい会話も聞か
れた雨の一 日で した。 (作業班長 吉 野行男)

当グループでは、加治丘陵の保全と環境に関

心のある方 (正会員)、及び企業 (賛助会員)を

募集しています。
一=会 員になって活動を支えて下さい。 ==

●我々はボランティアで活動しています。

●約220人の会員が汗を流して頑張つています。

●年会費 正 会員 (個人)2,000円

賛助会員 (会社又は団体)1回 10,000円

●加入連絡先 04-2932-4515(清 水徳三)
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● 作業安全教育

2月 17日(日)午 前 9時

さとやま管理事務所

● 鳥の巣箱仕掛け (5周 年記念事業)

3月 1日 (土)午 前 9時

さとやま管理事務所

休みを終え、 1月 20日 山の仕事が始まった。今年は子年で12支 の始めに当たるが、安

全第一に細心の注意力で作業に当たりたい。今号では清水理事長の19年度から20年度にかけての展望

と、さとやま管理事務所の活用状況を記事にまとめた。私達の作業に当たっての集合基地として重要な

後記
。年始の

拠点であり、これからも大いに活用していきたい。 (副理事長 ・広報委員長 山 畑博)
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